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１． 各会計予算規模

（単位：百万円）

令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度 比 較

６ 月 補 正 後

予 算 額 予 算 額 増 △ 減

43,861 47,071 △ 3,210 △ 6.8

国 保 会 計 7,961 8,162 △ 201 △ 2.5

介 護 会 計 8,031 7,895 136 1.7

後 期 高 齢 会 計 1,885 1,781 104 5.8

計 17,878 17,838 39 0.2

水 道 会 計 3,282 3,370 △ 88 △ 2.6

病 院 会 計 12,018 11,458 560 4.9

市 場 会 計 693 638 55 8.6

港 湾 会 計 468 447 20 4.5

下 水 道 会 計 4,766 5,235 △ 470 △ 9.0

計 21,227 21,149 78 0.4

82,965 86,059 △ 3,093 △ 3.6

※ 四捨五入の関係で計・合計や比較増減、伸率などが一致しない場合がある

※ 計・合計は繰出金などの会計相互間の重複額を含む単純計・合計を表す

※

一 般 会 計

合 計

一般会計の令和５年度６月補正後予算額には、令和５年４月補正予算額８３百万円を含む
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令和６年度
各会計予算規模

構成割合

※四捨五入の関係で合計が100%に一致しない場合がある
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１．安心できるまちづくり

① ０・１・２歳児の保育料軽減

|新規| ０・１・２歳児の保育料軽減 ( 歳入 △ 1,926万円 )

|新規| 保育士・幼稚園教諭奨学金返済支援事業 378万円

② スクール児童館の無償化

スクール児童館の利用者負担金無償化 ( 歳入 △ 647万円 )

|拡充| スクール児童館開設時間の拡大 119万円

③ 多子世帯等の学校給食費を無償化

第３子以降の学校給食費無償化 ( 歳入 △ 1,741万円 )

④ 高校生までの子ども医療費助成の拡充

|拡充| 子ども医療費助成 1億2,358万円

⑤ ふるさと室蘭に誇りを持つ教育環境整備と学力向上への取り組み

|新規| 「室蘭ふるさと学習」推進事業 1,214万円

|新規| 部活動の地域移行（拠点校部活動） 25万円

英語検定支援事業 140万円

|新規| 授業支援システム導入事業 713万円

２．一般会計予算の内容
　（１）一般会計予算の主な施策

　・保育料を一律10％引き下げ
　・市独自の多子軽減を実施（第1子の対象を高校3年生まで拡大）

( 歳出 788万円 )

　市内の保育所・幼稚園等に就業する保育士・幼稚園教諭を対象とした奨学金返済
支援制度を創設
　・助成額： 上限額 月2万円・年間24万円　・助成期間： 最大5年間（雇用後5年以内）

　スクール児童館を利用する登録児童の利用料（延長利用料を含む）
を無償化
　・令和5年9月利用分～

※ 令和5年度歳入額

　土曜日・長期休業等におけるスクール児童館の開設時間を拡大
　・延長開設時間（7：30～8：00）を設定

　同一世帯内で18歳までのこどもから数えて第3子以降の給食費を原則無償化
　・令和5年10月支払分～

　助成対象年齢を15歳までから18歳までに引き上げるとともに、課税世帯
であっても助成対象とし、保護者の所得額要件を廃止する
　・令和6年8月利用分～

（うち拡大分 3,744万円）

　小中学校を通して、地域の人々や自然、産業に触れ合い、様々な体験活動を
通して、ふるさと室蘭への愛着を育む
　・小学校 1年生・2年生・4年生・6年生の校外学習を拡充

　団体スポーツ等で部員数が少ない又は在籍校に部活動がない生徒について休日の
拠点校部活動を実施
　・令和6年度： サッカー部

　児童生徒の英語力向上のため英語検定を受ける際の受験料の一部を助成
　・助成額等：　検定料の1/2を助成　年度内に1回まで

　教室での１人１台端末の活用やオンライン授業を円滑に行うことができる体制を整備
するため、授業支援システムを導入

 - 2 - 



|拡充| スクールカウンセラー派遣事業 61万円

白鳥台地区義務教育学校整備 477万円

⑥ 市内大学・専門学校や経済団体と連携した地元人材のキャリア教育

|新規| キャリア教育推進事業 52万円

|拡充| 企業連携ＵＩＪターン就職促進事業 127万円

⑦ 若者の交流機会を創出、結婚新生活の家賃などを支援

出会いの場サポート事業 45万円

結婚・出産新生活応援助成金 1,341万円

⑧ 若者や子育て世代、地域コミュニティを応援する協働のまちづくりを推進

まちづくり活動支援補助金 320万円

⑨ 高齢者が住み慣れた地域で買物・通院できる交通支援策の実施

|新規| 地域公共交通担い手不足への対応 167万円

路線バス割引助成金（ふれあいパス） 204万円

路線バス割引助成金（ワンコインパス） 3,474万円

　児童生徒や関係者がきめ細かなカウンセリングを受けられる環境を確保するため、
市独自にスクールカウンセラーの派遣時間を拡大

　白蘭小学校と本室蘭中学校を統合し、本市初となる義務教育学校「白蘭学園」を開設
　・令和6年度：　備品購入、引越し、閉校式典等
　　　　　　　　　　※ 校舎改修は国の補正予算を活用（3月補正予定）
　・令和7年4月　開設予定

　こども・若者の職業観・能力を育成し、室蘭で働く、あるいは、将来的に室蘭に関係性
を持つ「ひとづくり」を推進
　・令和6年度： 官民連携による「(仮称)ひとづくり戦略検討部会」を設置、推進セミナー開催

　連携協定締結企業のＰＲ動画作成支援等に加えて、ＳＮＳ等を活用してマチや企業の
魅力を広範囲に発信

　若者世代の出会いや交流の機会を提供するイベント等を実施する企業・団体等への
支援やマッチングアプリ運営会社との連携を通じて、新たな出会いのきっかけを創出

　ライフスタイルの大きな変化となる結婚や出産を契機に市内に転居する世帯に家賃等を助成（2年間）
　・助成要件： 前年度の世帯所得 500万円未満
　・助成額： 夫婦とも29歳以下の場合 上限 60万円 ※助成1年目で居住誘導区域内への転居の場合

　地域の活性化や課題解決を図る市民活動を推進する「市民提案型協働事業」のほか、
地域課題や行政課題に対応した「行政提案型協働事業」に対し助成

　市内バス・タクシー事業者と連携して、運転手の担い手不足解消に向けた支援策に取り組む
　・採用説明会の開催協力、交通事業者イメージアップ（リーフレット作成支援等）
　・運転手担い手不足解消支援補助金（二種免許取得にかかる事業者負担の一部を助成）

　バス事業者が発行するパス購入費用の一部を市が助成
　・対象者： 満70歳以上　パス（1ヵ月）購入額： 4,580円 ⇒4,080円（市助成額 500円）
　・室蘭市・登別市・伊達市（大滝区除く）の路線バスに1ヵ月乗り放題
　・満70歳以上で自動車運転免許を自主返納した方に対しパス初回購入費用を全額助成

　室蘭市内間の路線バスを利用する際、乗車区間にかかわらず1回100円で利用可能とし、
運賃との差額を市が助成
　・対象者： 満70歳以上　パス購入額： 3,000円
　　※ 実証実施を踏まえた利用者負担の適正化（年間12,000円）に向けて段階的に引き上げる
　　　　パスの有効期限： 令和4年度：12ヵ月　令和5年7月～：6ヵ月　令和6年7月～：4ヵ月
　・満70歳以上で自動車運転免許を自主返納した方に対しパス初回購入費用を全額助成
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⑩ 津波避難対策の強化など災害に強いまちづくりの推進

|新規| 津波避難場所の確保 51万円

|拡充| 津波警報サイレン更新（機能強化） 4,091万円

|拡充| 災害救助用物資備蓄 1,936万円

|拡充| 自主防災組織活動支援事業 70万円

|拡充| ハザードマップ作成（内水氾濫） 915万円

|新規| 災害対策備品等整備（災害対応ドローン導入） 284万円

|新規| 機動力整備（大型化学高所放水車） 1億9,020万円

西いぶり消防指令センター整備 7億4,209万円

⑪ 町内会活動の活性化を通じた安心した地域づくり

町内会・自治会活性化推進事業 30万円

⑫ 多様性を認め合い自分らしく暮らせる多文化共生社会の推進

性の多様性理解促進事業 10万円

|拡充| 言語通級指導教室（ことばの教室）開設 30万円

　津波による浸水想定区域が広く、高台等への避難が困難と想定する区域において、
避難スペース確保に向けた整備に着手
　・東町（イタンキ地区）　令和6年度： 測量調査等　令和7年度： 整備予定

　平成26年度に整備した津波警報サイレンのサーバー等更新にあわせて、SNS等、
ほかのメディアとの連携による情報伝達手段の多様化・多重化を図る
　・SNS（LINE）やエリアメール、コミュニティFMなど複数メディアと連携による配信

　災害対応に必要となる備蓄品のうち、寒冷地対策の備蓄を拡充
　・毛布、保温アルミシート、ジェットヒーター、発電機等

　単一町会の自主防災組織の結成支援に加えて、地区連合会で組織する自主防災会
に対して、訓練活動や防災資機材整備を継続的に支援
　・補助内容： 防災活動費 上限2万円
　　　　　　　　　資機材購入費 上限 6～10万円（世帯数による）5年に1回

　想定最大規模降雨による雨水出水浸水想定区域に係るハザードマップを作成・配布
　・配布世帯： 全世帯 約44,000世帯

　山岳遭難や地球岬等の急傾斜地における救助、火災や事前事後の予防調査に迅速に
対応するため災害対応ドローンを導入（1機）

　更新予定の大型化学消防車（H8年度購入）と大型高所放水車（平成
11年度購入）について、「大型化学高所放水車」として更新
　・令和7年度 納車予定　※令和6年度は債務負担行為を設定

※ 債務負担行為限度額

　西胆振3消防本部による消防通信指令センター共同運用のための整備
　・指令システム・デジタル無線整備、消防庁舎改修等
　・令和7年11月 運用開始予定

　町内会活動に関する若者との座談会、町内会と市民活動団体等との連携支援研修会、
先進事例視察等を実施

　ＬＧＢＴ等への理解促進を図るための啓発リーフレット等の作成や職員研修の実施

　天神小学校に言語通級指導教室を開設
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⑬ その他

|新規| こども家庭センターの設置

|新規| 妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援 402万円

|新規| １か月児健康診査　※ 国の補正予算を活用した事業 148万円

|新規| ひとり親家庭等学習支援給付金　※ 国の補正予算を活用した事業 2万円

|新規| スクール児童館・保育所等冷房設備整備 2,666万円

|新規| 子ども発達支援センターの民営化 3,800万円

学校給食費の改定

（ 継 続 事 業 ）

２．ものづくりと世界に貢献する港づくり

① フェリー就航、クルーズ船寄港を通じた地域経済の活性化

|拡充| フェリー航路利用促進事業 84万円

|拡充| みなとオアシス室蘭活動推進事業 108万円

　妊産婦、子育て世帯、こどもへ一体的に相談支援を行うため、「こども家庭センター」を設置
　・子育て世代包括支援センター、母子保健事業、入院助産負担金事業等を集約
　・令和6年4月　保健センター内に開設予定

　心身の不調や孤立感からの育児不安、乳房トラブルや授乳に関して相談・支援を実施
　・産前・産後サポート事業、産後ケア事業
　・産婦健康診査助成（産後おおむね2週間目と1か月目 1回上限5,000円 1人2回以内）

　出産後からの切れ目のない健康診査の実施体制整備のため、１か月児に対する健康
診査の費用を助成
　・健診内容：身体の発育状況、異常の早期発見、育児相談等　助成額： 4,000円/人

　低所得世帯の中学校3年生が模擬試験を受ける際の受験料の一部を助成
　・児童扶養手当受給世帯や住民税非課税世帯等で「生活困窮者学習支援」に登録しているこども
　・助成額： 上限 6,000円

　夏期における児童等の体調管理を考慮し冷房機器を整備
　・スクール児童館　7施設、私立保育所等　6施設、認定こども園　3施設

　令和6年4月～　社会福祉法人　室蘭言泉学園により運営
　・運営費負担金： 3,800万円/年（令和6年度～令和10年度）
　　　現行の職員体制の確保や送迎サービスなど、サービス水準の維持に必要な
　　経費に対して市が負担

　食料品・原材料費等の値上がりを踏まえ学校給食費を改定
　・激変緩和のため公費負担を講じて値上げ幅を1/2程度に抑制（3月補正予定）
　・年間給食費
　　小学校　現行： 48,918円 →試算： 60,636円(＋11,718円) ⇒抑制後： 54,684円(＋5,766円)
　　中学校　現行： 58,275円 →試算： 72,335円(＋14,060円) ⇒抑制後： 65,305円(＋7,030円)

生活交通路線維持確保バス補助金 （1,421万円）
学力向上研究事業 （498万円）　　いじめ・不登校等対策事業 （132万円）
校務支援システム運用経費 （687万円）　　ほか

　船社・関係官公庁等との情報交換・連携に加えて、青蘭フェリー航路利用促進のための
関係団体等へのＰＲを実施

　Ｓｅａ級グルメ全国大会への参加による室蘭港ＰＲのほか、中央埠頭入江親水緑地の
環境整備などを実施
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② 洋上風力発電関係部材の物流や生産の拠点化と港湾整備の推進

港湾整備 3億6,160万円

③ 基幹産業と共に脱炭素社会を目指す産業基盤の構築

|新規| 中小企業カーボンニュートラル促進支援事業 127万円

|新規| 西いぶり広域連合における廃棄物発電の地産地消

④ 中小企業の人材確保と先端技術導入を支援

|新規| 就職フェア開催事業 271万円

|拡充| 働き方改革推進事業 41万円

|拡充| 移住推進事業 493万円

|拡充| ものづくり創出支援事業 826万円

成長産業参入支援事業 40万円

⑤ 安全で衛生管理を強化した漁港整備の推進と水産振興

|新規| 昆布養殖・藻場造成（ブルーカーボン・クレジット）実証事業 99万円

追直漁港整備 543万円

イタンキ漁港整備 2,800万円

⑥ その他

（ 継 続 事 業 ）

　・国直轄事業： 祝津絵鞆地区岸壁改良、崎守地区防波堤改良
　・交付金事業： 祝津絵鞆地区緑地整備
　・補助事業： 築地地区西3号ふ頭岸壁改良

　地域の中小企業を対象としたセミナー開催や、専門家のヒアリングを通じて省エネの
可能性を発掘

　令和6年10月の新中間処理施設の稼働に合わせ、環境価値（CO2排出ゼロ）を有する

廃棄物発電電力を地域内の公共施設で活用する地産地消事業を実施
　・効果額（想定）： 約1,300万円（広域連合負担金△300万円、市施設電気料△1,000万円）

　一般求職者や転職希望者を対象とした合同企業説明会を開催

　現場女子魅力発信事業に加えて、企業向け外国人採用セミナーを実施

　東京圏から本市に移住する世帯等を対象とした「移住支援金」に加えて、より効果的な
周知手法としてWeb広告配信を実施

　ロボットなどの先端技術やIoT導入等に係る補助メニューを追加し、中小企業のDXを
継続的に支援

　地元企業を対象に、半導体産業に対する業界の動向や参入促進につながることを
目的としたセミナーを開催

　室蘭漁業協同組合と連携して取り組む昆布養殖を主体とする藻場造成の実証事業
　・新たな施肥方法の実証支援やブルーカーボン・クレジットに関する先進事例調査等

　国の特定漁港漁場整備事業に伴う船舶給水施設の移設のほか、公設地方卸売市場
追直卸売場（追直分場）を解体

　北海道によるイタンキ漁港の水産生産基盤整備事業

働き手確保支援事業 （270万円）　　ものづくり人材育成給付金 （80万円）
産業振興助成金 （1,114万円）　　ポートセールス経費 （240万円）
客船等寄港経費 （595万円）　　ほか
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３．潤いある文化・観光・スポーツ振興

① 子どもたちが文化、スポーツに触れる機会の創出

|新規| 児童・生徒芸術鑑賞事業 141万円

アスリートから学ぶ未来事業 98万円

|新規| 中学校文化系部活動大会派遣費補助金 192万円

|新規| 南部陣屋史跡整備 274万円

② 多彩な催しが利用可能となる市民会館の改修

|新規| 市民会館改修 1,416万円

③ キャンプ場や「（仮称）スノーパーク」でだんパラ公園の魅力向上

|拡充| 室蘭岳山麓総合公園魅力向上事業 150万円

④ スポーツ施設を整備充実しサッカー、陸上、テニスなどの大会等誘致

⑤ 民間活力の導入による水族館の新設

|新規| 市立室蘭水族館のあり方検討 30万円

⑥ 祝津臨海緑地の拡張整備と白鳥大橋主塔登頂など体験型観光の充実

絵鞆臨海公園の改良 7,200万円

室蘭港エンルムマリーナ浮桟橋改修 1,234万円

　舞台等の芸術鑑賞事業を小中学生向けに開催し、こどもが文化芸術に触れる機会を創出
　・劇団等が学校を訪問し公演 （全学年が鑑賞）
　・令和6年度： 全中学校 7校 （小学校は令和7年度・8年度に実施予定）

　こどもたちがスポーツ選手や指導者等の経験や技術に触れられる機会を創出
　・令和6年度： ソフトテニス、剣道

　中学校の文化系部活動における大会出場者を対象とした補助事業を創設
　・補助対象： 日胆地区大会（胆振大会を含む）、全道大会、全国大会
　・補助内容： 交通費：実費分　宿泊費：全道・全国大会 道内1泊3,600円 道外1泊4,050円

　老朽化した排水設備等を計画的に整備
　・令和6年度： 試掘調査、改修手法の検討等

　老朽化した設備等の更新
　・令和6年度： ITVカメラシステム更新

　・キャンプ場： トライアル事業（2回目）を踏まえて今後の運営方法を検討
　・スノーパーク： 期間限定でこども達が雪遊びできる実証事業を実施

　・令和6年4月　入江運動公園テニスコート 供用開始予定（オープニングセレモニー）
　・令和6年度･7年度　全国高等学校総合体育大会開催（女子サッカー）

　他の水族館その他必要な情報等の収集・調査・分析を行い、今後のリニューアルに
向けて市の考える新しい水族館のイメージ案を作成

　大型クルーズ船の旅客に対して絵鞆臨海公園等へのアクセス通路を整備

　機能維持を図る施設改修に向けて、施設の現状調査および改修方法の検討を実施
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⑦ その他

|新規| 地域おこし協力隊の活用 1,007万円

|新規| 地球岬周辺エリアの観光実態調査 100万円

|拡充| ノックスビル市中学生派遣費補助金 777万円

（ 継 続 事 業 ）

４．将来を見据えた都市整備と行財政改革

① 公共施設の適正化と財政基盤の確立

|新規| 公園木製遊具整備（八丁平北公園） 1,100万円

望洋台霊園整備 7,447万円

② 学校給食センター移転新設の計画策定

|新規| 学校給食センター共同整備 1,750万円

③ まちづくり会社と連携した中島・中央地区の再生事業の推進

|新規| 中央地区再生事業 50万円

④ まちづくりファンドの強化による商店街の集客力向上の支援

まちづくりファンド事業 1,000万円

|拡充| 市内創業支援事業 2,287万円

　地域おこし協力隊を募り、道内外での観光プロモーションやイベント運営支援のほか、
道の駅みたら売店のマネジメントや水族館のグッズ開発など、観光振興の推進体制を強化
　・地域おこし協力隊： 2名（予定）

　地球岬駐車場の利用実態を把握し、更なる魅力向上と財源としての活用の可能性を検討
　・パナソニックITSと連携しカメラを設置、地球岬に来場する車両数・地域等を分析

　広くこども達が多様な活動に参加する機会の確保や、体験を通じて発見・発揮する機会
の創出等を図るため、保護者負担金を見直し、事業に参加しやすい環境を整備
　・保護者負担金：（現行）旅行代金の3割
　　　　　　　　　　⇒（見直し）旅行代金の2割（上限 10万円） 就学援助対象者は1/2軽減

観光振興イベント推進事業費補助金 （859万円）
交流人口拡大イベント推進事業費補助金 （100万円）
文化行事開催経費 （248万円）　　スポーツ振興事業費補助金 （1,023万円）　　ほか

　森林環境譲与税基金を活用し、八丁平北公園に木製遊具を設置

　老朽化対応と参拝者等の利便性向上を図るため計画的に整備（令和4年度～令和8年度）
　・令和6年度： 園路整備（G･H区画）、駐車スペース拡張（T区画）、管理事務所移設 ほか

　室蘭市・登別市の「協議会方式」による学校給食センターを整備・運営
　・令和6年度： 建設予定地の測量・地質調査を実施　基本計画の策定に着手

　地区内のまとまった空き地・空き家を活用し、共同住宅などの建設を促すなどにより、
地域の居住人口の増加を図る
　・令和6年度： 地権者との交渉等

　新たな事業手法・転換や集客力向上などの取り組みを行う市内事業者を支援

　さらなる創業促進に向けて対象業種を拡大
　・例） ペット美容、スポーツジムなど
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⑤ 市民・企業等と連携した「こども未来づくり基金」の創設

こども未来づくり基金を活用する主な事業（令和6年度）

⑥ コンビニ交付手数料の減額やデジタル化推進で市民サービスの向上

|新規| 証明書コンビニ交付手数料の減額

|新規| 電子入札・電子契約システム導入事業 1,488万円

|新規| 電子決裁システム導入事業 3,795万円

⑦ その他

都市再生整備計画事業 6,740万円

道路整備事業 5億9,063万円

市営住宅整備事業 11億1,745万円

|新規| 事業系ごみ処理手数料値上げへの対応 1,327万円

|新規| 持続可能なごみ収集運搬体制の構築 （ごみステーションの集約）

|新規| 第３期総合戦略策定 310万円

　・0･1･2歳児の保育料軽減、第3子以降の学校給食費無償化、子ども医療費助成、
　　室蘭ふるさと学習推進事業　ほか
　・令和6年度 活用額： 1億385万円

　窓口の混雑緩和や業務の効率化を図るためコンビニ交付手数料を減額
　・戸籍謄抄本、住民票、戸籍附票、印鑑証明、市税証明 ⇒ 一律100円
　・影響額（想定）： 交付手数料（歳入）約△640万円　コンビニ交付経費（歳出）約＋260万円

　・電子入札システム導入： 入札時の不正防止や事務の効率化、入札参加者の負担軽減等を図る
　・電子契約システム導入： 契約者双方の事務効率化や契約締結までの期間短縮等を図る

　決裁事務の効率化及びペーパーレス化を推進するため電子決裁システムを導入

　モルエ新工区による交通量の増加を踏まえ道路拡幅整備を実施
　・令和6年度： 道路拡幅に係る土地買収、東室蘭駅周辺地区において
　　　　　　　　　「まちなか賑わいづくり事業」を実施（講演会開催、ストリートファニチャー設置等）

　・市道整備（市道東町5丁目3条通線ほか）
　・市道街路灯省エネルギー化推進事業（LED照明への更新）
　・知利別川改修関連橋梁等整備事業（知利別3丁目1条橋架替ほか）

　・東町たいわ・汐見団地建替事業（KS5号棟建設（2年目）、解体1棟ほか）
　・東町弥生団地排水設備改修等（54･KR-2号棟）
　・水元町団地外壁改修等（38-2RC-B号棟）　ほか

　西いぶり広域連合の新中間処理施設におけるごみ処理手数料の改定を受け、小規模
事業者のごみ減量の取り組みを支援
　・生ごみ処理機購入助成 （対象者: 小規模事業者　助成率： 2/3　助成額： 上限 33万円）
　・町内会等と連携した事業系古紙類回収の取り組みについて検討

　収集業務の負担軽減を目的に、軒先にごみステーションを設置している地域を対象に、
モデル地区を選定し、ごみステーション集約に向けて協議・検討を行う

　国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を踏まえ、産業振興・雇用創出・子育て
支援のほか、デジタル化による市民サービス向上への取り組みを加え、人口減少対策
の更なる推進に向けて改訂
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|拡充| ふるさと応援寄附金事業 5,037万円

|新規| 職員提案による業務改善 967万円

|新規| 第三セクター経営検討経費 190万円

（ 継 続 事 業 ）

　ふるさと応援寄附金ポータルサイトを追加
　・「ふるさと百選」、「JRE MALL」

　行政改革プラン2022の取組項目として実施
　・令和6年度： 庁内案内サイン作成設置、相続人調査管理システム導入、
　　　　　　　　　技術職員研修拡充（技術職員育成プログラムの導入）　ほか

　「第三セクター経営改革プラン」を踏まえた経営統合等の具体的な手法の整理・検討

空家活用促進助成金 （620万円）
西いぶり広域連合
　情報処理費負担金 （4億703万円）・廃棄物処理費負担金 （39億2,120万円）　　ほか
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（参考資料）　第２期総合戦略関連事業一覧
※「主な施策」と重複する場合がある

 １．まちの特性を活かした産業振興と魅力ある雇用の場の創出

「働くまち」として室蘭を選んでもらう

 地元企業への就職促進とＵＩＪターンの推進

　
≪拡充≫ 
 ① 移住推進事業

493 万円

≪拡充≫  
 ② 企業連携UIJターン就職促進事業

127 万円

≪新規≫  
 ③ 就職フェア開催事業

271 万円

≪新規≫ 
 ④ キャリア教育推進事業

52 万円

「働くまち」の元気を維持する

 ものづくり産業の基盤強化

 ⑤ 職業理解促進事業

 ⑥ 地元就職促進事業 230 万円

≪拡充≫ 
 ⑦ 働き方改革推進事業

311 万円

 ⑧ 成長産業参入支援事業 40 万円

 企業誘致の推進や多様な雇用の場の創出

 ⑨ サテライトオフィス事業

≪拡充≫ 
 ⑩ 市内創業支援事業

2,287 万円

東京圏から本市に移住する世帯等を対象とした「移住支援金」
に加えて、Web広告配信を活用して効果的に周知

連携協定締結企業のＰＲ動画作成支援等に加えて、ＳＮＳ等
を活用してマチや企業の魅力を広範囲に発信

一般求職者や転職希望者を対象とした合同企業説明会を開
催

こども・若者の職業観・能力を育成し、室蘭で働く、あるいは、
将来的に室蘭に関係性を持つ「ひとづくり」を推進

環境科学館でのてついく企業のPRのほか、教育現場と連携し
た周知活動を実施

－

中学生を対象としたものづくり・建設業にかかわる職業教育を
実施するほか、奨学金を返還している市内中小企業等の就業
者に対し、企業等と共同で償還額を助成するなど、ものづくり
企業への就職を推進
　（継続）奨学金返還支援事業助成
　（継続）ものづくり人材育成給付金
　（継続）ものづくり匠教室事業費補助金

女性向け職場改善支援や現場女子魅力発信事業に加え、企
業向け外国人採用セミナーを実施し、多様な働き方を推進
　（継続）女性向け職場改善・魅力アップ支援事業助成
　（継続）現場女子魅力発信事業
　（新規）企業向け外国人採用セミナー

地元企業を対象に、半導体産業に対する業界の動向や参入
促進につながることを目的としたセミナーを開催（※室蘭テクノセン

ター事業への負担金）

　（新規）半導体関連市場新規参入セミナー

都市部のＩＴ企業等を対象に、室蘭テクノセンターの空き室を
活用し、貸しオフィスを設置（※室蘭テクノセンターの独自事業として実
施）

－

対象となる業種を拡大し、まちの賑わいの創出を図る
　 （継続）まちのにぎわい創出支援事業助成
　 （継続）創業家賃助成
　 （継続）自宅開業支援助成

項目  事業概要 Ｒ６事業費
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項目  事業概要 Ｒ６事業費

 ２．子育て世代が希望を持って住み続けられるまちづくり

 子育て前の世代に住んでもらう

 結婚や子育て等の希望を叶える環境づくり

　

 ⑪ 出会いの場サポート事業 45 万円

 ⑫ 結婚・出産新生活応援助成 1,341 万円

 子育て世代に住み続けてもらう

 安心して子育てできる環境づくり

≪拡充≫
 ⑬ 待機児童対策

1億4,367 万円

 ⑭ 子育て情報発信パートナーづくり
     事業

14 万円

 ３．まちの資源を活かし、新たな「ひと」の流れをつくる

 港や観光資源を活かし交流人口を拡大する

 地域ごとの魅力向上と稼ぐ観光の推進

 ⑮ 観光振興計画の推進 1,387 万円

 新たな視点でまちの資源を活用し、交流・関係人口を創出する

 新たな視点でのまちの資源の活用と魅力の発信

 ⑯ 学会等開催支援事業 70 万円

 ⑰ まちのイメージづくり・魅力発信
     事業

30 万円

 地域課題の解決を通した企業等との関係づくり

　 ⑱ 企業等との地域課題解決に向けた
　  取り組み

234 万円

万円

若者世代の市内定着を促進するため、独身者の出会いや交
流の機会を提供するイベント等を実施する企業・団体等に開
催費用を助成

ライフスタイルの大きな変化となる結婚や出産を契機に転居す
る世帯に対し、家賃等を助成

保育士等の負担軽減策や広域連携による潜在的人材の活
用・育成を推進
　 （継続）保育補助者雇上強化事業助成 
　 （継続）保育体制強化事業助成
　 （継続）幼稚園等の一時預かり事業
　 （継続）特別支援保育助成
　 （継続）子育て支援員養成研修会開催事業
　 （継続）保育士等人材バンク事業
　 （新規）保育士・幼稚園教諭奨学金返済支援事業

子育て関連情報の効果的・魅力的な発信を推進するため、情
報発信等検討会議を開催

観光振興計画を踏まえた、交流人口拡大への取り組み
　 （継続）民間によるRVパーク運営
　 （継続）室蘭岳山麓総合公園魅力向上事業
　 （継続）インフラツーリズム事業
　 （継続）釣りを活かした観光事業
　 （新規）地域おこし協力隊活動経費
　 （新規）地球岬駐車場利用実態調査検討事業
　 （新規）市立室蘭水族館のあり方検討経費

大学連携によるまちづくりを推進するため、室蘭工業大学が関
係する市内開催の学会等へ助成

ブランドマークの普及・活用を促進し、効果的な情報発信を行
う
 　（継続）ブランドマーク普及・活用促進助成

廃棄物収集運搬業務の効率化に向けて、収集作業の負担軽
減を図るため、ナビゲーションシステムを活用した実証を継続

計 2億1,299

 - 12 - 



　（２） 一般会計予算の前年度比較増減

　　　① 歳入・歳出性質別内訳
　　※令和５年度６月補正後②には、令和５年４月補正予算額８３百万円を含む

（単位：百万円）

  狭義の一般財源 23,947 24,277 △ 330

 市　税　等 13,268 13,549 △ 281
個人所得割＋61、
固定資産税△299（土地△37、家屋△13、償却△244）、
たばこ税△16、地方特例交付金△6

7,793 7,513 280

7,113 6,833 280

 地方譲与税等 2,886 3,215 △ 329 地方消費税交付金△345

  国・道支出金 11,069 11,454 △ 385

子どものための教育・保育（国・道）＋72、児童手当（国・道）＋130、
生活保護費（国・道）＋257、東町たいわ団地建替＋150、
入江運動公園テニスコート整備△269、
電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金△711

4,276 6,145 △ 1,869
廃棄物中間処理施設建設△1,531、入江運動公園陸上競技場改修△563、
入江運動公園テニスコート整備△243、西いぶり消防指令センター整備＋374

  そ  の  他 4,569 5,195 △ 626
知利別川改修関連整備△222、西いぶり消防指令センター整備負担金＋339、
公共施設等整備基金繰入金△470、中小企業振興資金融資貸付金収入△210

43,861 47,071 △ 3,210

（単位：百万円）

 義務的経費 26,915 28,732 △ 1,817

 人 件 費 5,216 5,104 112 一般・再任用職員　514人→510人（△4人）

うち退職手当 100 92 8 退職者数　定年1人→5人（＋4人）、特別職2人→2人（±0人）

 扶 助 費 11,637 10,994 643
保育所・幼稚園・認定こども園給付費等＋107、児童手当＋124、
生活保護費＋316、子ども医療助成費＋54

4,089 4,626 △ 537

 広域連合負担金 5,973 8,008 △ 2,035
西いぶり広域連合△1,976
（廃棄物△2,058（新施設建設△1,753、施設運営費△295）、情報処理＋82）、
後期高齢者医療広域連合△59

 その他の経費 16,946 18,339 △ 1,393

 投資的経費 3,667 4,162 △ 495
知利別川改修関連整備△175、東町たいわ団地建替＋231、
入江運動公園陸上競技場改修△637、入江運動公園テニスコート整備△539、
西いぶり消防指令センター整備＋713

 繰 出 金 5,352 5,222 130 国保会計△16、介護会計＋14、後期高齢者会計＋48、市場会計＋80

 そ の 他 7,927 8,955 △ 1,028 物価高騰対策事業費△755、中小企業振興資金融資貸付金△210

43,861 47,071 △ 3,210

 地方交付税等

うち普通交付税
　　＋臨時財政対策債

  市 債
　　（臨時財政対策債除く）

  合     計

 公 債 費

  合     計

 【 歳 入 】 Ｒ６
当初①

Ｒ５.６月
補正後②

差　引
①-②

主な増減

基準財政収入額△265
基準財政需要額（臨時財政対策債振替前）＋15

 【 歳 出 】 Ｒ６
当初①

Ｒ５.６月
補正後②

差　引
①-②

主な増減

市税等（30.3%） 国・道支出金（25.2%） 地方交付税等（17.8%）

市債（臨時財政対策債除く）

（9.7%）
地方譲与税等（6.6%）

その他（10.4%）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ６構成割合（歳入）

扶助費（26.5%）

広域連合負担金（13.6%）

繰出金（12.2%） 人件費（11.9%） 公債費（9.3%）

投資的経費（8.4%）

その他（18.1%）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ６構成割合（歳出）
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② 歳入款別内訳

（単位：百万円）

令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度 比 較

６ 月 補 正 後

予 算 額 予 算 額 増 △ 減
13,207 13,482 △ 275 △ 2.0

379 357 22 6.1
3 4 △ 1 △ 25.3

27 25 2 6.8
29 26 3 10.0

202 213 △ 11 △ 5.2
2,208 2,553 △ 345 △ 13.5

6 6 0 3.6
24 22 2 11.4
61 67 △ 6 △ 9.2

7,707 7,298 409 5.6
9 9 0 0.0

103 114 △ 11 △ 9.3
1,271 1,347 △ 77 △ 5.7
8,474 8,845 △ 372 △ 4.2
2,595 2,609 △ 14 △ 0.5

135 140 △ 5 △ 3.8
34 39 △ 5 △ 13.5

936 1,417 △ 482 △ 34.0
10 23 △ 13 △ 57.0

2,081 2,114 △ 33 △ 1.6
4,362 6,360 △ 1,998 △ 31.4

43,861 47,071 △ 3,210 △ 6.8

市 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
法 人 事 業 税 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
環 境 性 能 割 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
道 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
市 債

合 計

※四捨五入の関係で合計や比較増減、伸率などが一致しない場合がある

※令和５年度６月補正後予算額には、令和５年４月補正予算額８３百万円を含む

款 伸率（％）

※四捨五入の関係で合計が100%に一致しない場合がある

市税　 

30.1%

国庫支出金　 

19.3%
地方交付税　 

17.6%

市債　

9.9%

道支出金　 

5.9%

地方消費税

交付金　 

5.0%

諸収入　 

4.7%

その他　 

7.4%

国・道からの

 交付金など

(借入金を除く

依存財源)　 

49.5%
市税　 

30.1%

金融機関

などからの

借入金　 

9.9%

保育料や

使用料など　 

3.1%

基金の

取り崩し 

2.1%

その他　　

 5.2%

Ｒ６予算

款別

構成割合

Ｒ６予算

財源別

構成割合
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③ 歳出款別内訳

（単位：百万円）

令 和 ６ 年 度 令 和 ５ 年 度 比 較

６ 月 補 正 後

予 算 額 予 算 額 増 △ 減
198 230 △ 32 △ 13.8

3,689 5,289 △ 1,600 △ 30.2
12,442 11,977 465 3.9
1,106 1,095 11 1.0

24 28 △ 4 △ 12.9
258 228 30 13.4
800 1,059 △ 259 △ 24.5

1,787 2,006 △ 219 △ 10.9
551 537 14 2.6
890 321 570 177.6

1,624 1,517 107 7.0
5,973 8,008 △ 2,035 △ 25.4

50 50 0 0.0
4,092 4,628 △ 537 △ 11.6
5,361 5,232 130 2.5
4,965 4,818 148 3.1

50 50 0 0.0

43,861 47,071 △ 3,210 △ 6.8

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
港 湾 費
消 防 費
教 育 費
広 域 連 合 負 担 金
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
職 員 費
予 備 費

合 計

※四捨五入の関係で合計や比較増減、伸率などが一致しない場合がある

※令和５年度６月補正後予算額には、令和５年４月補正予算額８３百万円を含む

款 伸率（％）

民生費

28.4%

広域連合負

担金

13.6%
諸支出金

12.2%

職員費

11.3%

公債費

9.3%

総務費 

8.4%

土木費

4.1%

教育費

3.7%

衛生費

2.5%

消防費

2.0%

その他

4.4%

Ｒ６予算

款別

構成割合

※ まちづくり・・・道路・港湾・住宅・都市計画など

　  社会教育・・・スポーツ・文化など

　  市民生活の安心・・・市民協働・防犯・防災・消防・救急など

    その他の保健衛生・・・上下水道、火葬場、墓など

健康・医療

13.3%

子育て・教育

13.0%

生活保護

・その他

の福祉

12.0%

ごみ・し尿・

リサイクル

推進など

10.2%

まちづくり

9.5%

市債の

返済

9.3%

議会や市役所

の運営など

8.6%

障がいの

ある人への福祉

6.9%

市民生活

の安心

5.8%

高齢者

福祉・介護

3.6%

雇用・産業・

観光振興など

3.4%

その他の

保健衛生

2.4% 社会教育

1.7%
その他

0.3%

Ｒ６予算

目的別

構成割合

※四捨五入の関係で合計が100%に一致しない場合がある
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３．特別・企業会計予算の主な内容
（１） 特 別 会 計
 ① 国民健康保険特別会計

○ 被保険者数・世帯数 12,270 人 （前年度比△1,167人　R5：13,437人）

8,694 世帯 （前年度比△792世帯　R5：9,486世帯）

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

798 812 796 (百万円)

○ その他

・ 賦課限度額 R5：104万円 → R6：106万円(＋2万円)

・ 保険料の軽減判定所得の引上げ

　　　対象世帯に係る所得判定基準について、被保険者等の数に乗ずる金額を引き上げる。

　　　　5割軽減　29.0万円 → 29.5万円(＋0.5万円)、2割軽減　53.5万円 → 54.5万円(＋1万円)

・ 産前産後期間に係る保険料の軽減措置

　　　年間の保険料から4か月分（多胎妊娠は6か月分）を減額

 ② 介護保険特別会計

○ 第1号被保険者数 29,008 人 （前年度比△912人　R5：29,920人）

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

1,221 1,253 1,267 (百万円)

○ その他

・ 保険料の見直し 基準額　53,000円 → 55,000円(＋2,000円)、12段階 → 14段階

　　　第9期計画策定に伴う介護保険事業費の推計により保険料を見直し

・ 【新規】介護人材確保・定着支援事業費補助金

　　　人材紹介会社からの紹介や外国人雇用に係る費用、資格取得研修費用に対する補助制度を創設

 ③ 後期高齢者医療特別会計

○ 被保険者数 17,648 人 （前年度比＋13人　R5：17,635人）

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

442 496 545 (百万円)

○ その他

・ 賦課限度額 R5：66万円 → R6：73万円(＋7万円)

・ 保険料の軽減判定所得の引上げ

　　　対象世帯に係る所得判定基準について、被保険者数に乗ずる金額を引き上げる。

　　　　5割軽減　29.0万円 → 29.5万円(＋0.5万円)、2割軽減　53.5万円 → 54.5万円(＋1万円)

・ 保険料の改定 均等割 51,892円 → 52,953円(＋1,061円)、所得割 10.98% → 11.79%(＋0.81%)

（２） 企 業 会 計
 ① 水道事業会計

○ 給水戸数 42,829 世帯 （前年度比△556世帯　R5：43,385世帯）

○ 年間総給水量 9,067,000 ㎥ （前年度比△419,000㎥　R5：9,486,000㎥）

○ 建設改良費 865 百万円

(主要な建設改良事業) 施設整備（香川ポンプ場非常用発電設備更新　外） 288百万円

老朽管更新・耐震化（送水管・配水管）349百万円

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

11 12 12 (百万円)

○ 資金の状況 R4決算 R5見込 R6見込

※ △は資金不足額 1,410 1,119 1,091 (百万円)

○ その他

・ 高砂町水質基準値超過に関する対応　24百万円（水質検査　外）

 - 16 - 



 ② 病院事業会計

○ 年間入院患者数 127,750 人 （前年度比△4,380人　R5：132,130人）

○ 年間外来患者数 167,037 人 （前年度比△5,260人　R5：172,297人）

○ 建設改良費 512 百万円

（主要な建設改良事業） 病院施設等整備（手術室空調設備更新） 100百万円

医療機器等整備（医療用画像管理システム　外） 412百万円

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

1,619 1,620 1,619 (百万円)

○ 資金の状況 R4決算 R5見込 R6見込

※ △は資金不足額 896 △ 108 △ 1,025 (百万円)

③ 公設地方卸売市場事業会計

○ 市場取扱量（水産物） 4,869 トン （前年度比±0トン　R5：4,869トン）

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

120 170 250 (百万円)

○ 資金の状況 R4決算 R5見込 R6見込

※ △は資金不足額 174 146 91 (百万円)

○ その他

・ 追直卸売場（追直分場）解体　79百万円　※財源：一般会計繰入金

 ④ 港湾整備事業会計

○ 倉庫・上屋 貸付数 11 棟 （R5：11棟）

○ 施設用地等 貸付面積 355,230 ㎡ （前年度比＋8,150㎡　R5：347,080㎡）

○ 土地売却面積 9,345 ㎡ （前年度比＋3,539㎡　R5：5,806㎡）

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

- - 3 (百万円)

○ 現金収支の状況 R4決算 R5見込 R6見込

※ △は資金収支不足額 △ 2,661 △ 2,489 △ 2,201 (百万円)

　（地方財政法上の「資金不足額」の算定において、完成土地を除いて算定）

○ その他

・ 洋上風力発電部品の開発・製造拠点整備（祝津埠頭）･･･民間事業者へ土地貸付

 ⑤ 下水道事業会計

○ 処理人口 73,859 人 （前年度比△1,759人　R5：75,618人）

○ 総処理水量 13,194,000 ㎥ （前年度比△429,000㎥　R5：13,623,000㎥）

○ 建設改良費 1,000 百万円

（主要な建設改良事業） 施設改築更新（蘭東下水処理場改築工事委託） 433百万円

下水管渠改築 外 504百万円

○ 一般会計からの繰入金 R4決算 R5予算 R6予算

860 860 860 (百万円)

○ 資金の状況 R4決算 R5見込 R6見込

※ △は資金不足額 140 134 15 (百万円)
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４．建設事業費（全会計工事請負費ベース）
（単位：百万円）

令和６年度 令和５年度 比 較

６月補正後

予 算 額 予 算 額 増 △ 減

2,419 3,254 △ 835 △ 25.7

2,419 3,254 △ 835 △ 25.7

1,613 2,141 △ 528 △ 24.7

1,180 1,172 8 0.7

433 969 △ 536 △ 55.3

4,032 5,395 △ 1,363 △ 25.3

3,599 4,426 △ 827 △ 18.7

一般会計

工事請負費

・望洋台霊園整備 ＋45
・知利別川改修関連整備 △132
・東町たいわ団地建替 ＋231
・西いぶり消防指令センター整備 ＋129
・入江テニスコート整備 △539
・入江陸上競技場改修 △625

企業会計

工事請負費
水道 △118（送配水管改良 外）
病院 ＋100（手術室空調設備更新）
下水 ＋17（蘭東下水処理場改築）

委託料
（下水道事業団）

蘭東下水処理場改築 ＋231
中島下水ポンプ場改築 △767

合　計

工事請負費

会　計　名 伸率 （％ ） 主　な　増　減　内　訳
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